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長寿医療研究開発費 平成２５年度 総括研究報告 

 

高齢者の口腔機能の維持・向上法に関する研究（２５－７） 

 

主任研究者 角 保徳 国立長寿医療研究センター 歯科口腔先進医療開発センター 

歯科口腔先端診療開発部（部長） 

 

 

研究要旨 

 高齢者の口腔機能の改善は、高齢者において致死的感染症である誤嚥性肺炎を未然

に防ぐとともに、高齢者の窒息、脱水および低栄養状態の予防に関わり、健康寿命の

延長や QOL 向上の観点からも極めて重要な課題である。本研究班では高齢者に対す

る簡単かつ確実な口腔管理の実現、摂食・嚥下機能の回復、QOL の向上を目的として、

高齢者の口腔機能、摂食・嚥下機能障害の評価方法と回復方法の開発を試みた。その

結果、以下のことが判明した。 

Ⅰ．高齢者の口腔機能の評価方法の開発とその解析 

1. 高齢者の口腔内状態と生命予後及び肺炎発症の関係：２次医療機関の高齢入院患

者に 32 ヶ月間追跡調査（前向きコホート研究）を行い、診療録より生命予後なら

びに肺炎発症の有無を調査した結果、生命予後（死亡）に関連する因子として低

栄養状態と性差が、肺炎発症に口腔清掃能力の低下と性差に有意な関連が認めら

れた。 

2. 要介護高齢者に対する舌背の清掃法に関する検討：要介護高齢者舌背の効果的な

清掃法を確立するため、清掃後の舌表面微生物数と舌表面湿潤度の経時的変化を

検討した。舌清掃によって舌背の微生物数は、清掃 2～4 時間後をピークとして減

少し、舌表面湿潤度は、口腔保湿剤応用直後は湿潤度が向上したが、その効果は

短時間で減衰することが判明した。 

3. シームレスな口腔管理を目的とした地域支援のモデル構築：地域病院に入院して

いる患者に口腔スクリーニングを行い必要と認められた者に治療介入を行い、そ

の後、地域歯科医院への継続的治療や管理の依頼を行った。その結果、咬合支持

の崩壊や口腔衛生不良など歯科介入の必要な者が多く存在した。一方、地域歯科

医院での継続した管理が可能であった者は多くなく、連携体制や患者や患者家族

への働きかけの方法にさらなる検討が必要で得あると思われた。 

4. 口腔機能と身体機能と関連性に関する調査研究―サルコペニア重症度と口腔機能

との関連―：サルコペニアが重度化するにつれ、現在歯数、アルブミン値、咬合

力、咀嚼機能は有意な減少を認め、サルコペニア重症度と口腔機能には有意な関

係を認めた。口腔機能低下の方策を検討する上でサルコペニアの概念も取り入れ

た検討の必要性が示唆された。 
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Ⅱ．口腔ケアの普及および均霑化に関する研究 

1. 高齢者の誤嚥性肺炎に関する入院費用の推計：厚労省の統計（厚労省：平成 23

年度患者調査の概況）では、調査日に病院に肺炎で入院していた患者数は推計

38,300 人であり、70 歳以上の高齢者の誤嚥性肺炎患者数は 19,910 人と推計さ

れた。某三次救急病院に平成 23 年度に肺炎で入院した 70 歳以上の患者の平均

入院費用は 49,039.7 円／日であった。これらのことから我が国の誤嚥性肺炎

による医療費は年間約 4,450 億円と推計され、口腔機能の維持・向上の取り組

みの必要性が改めて確認された。  

2. 嚥下運動の立体アニメーションモデルの制作および嚥下の構造と運動および食物

流れの数値シミュレーション：頭頸部の CT データ、嚥下造影画像、器官と筋の

構成などの医用画像をもとに立体の実形状・実運動モデルを制作した。今回制作

した実形状・運動モデルに基づく嚥下の数値シミュレータは、生体の医用画像と

よく一致し、信頼性は高かった。また食塊の流跡を明瞭で立体的に画像化するこ

とができた。さらに生体計測では精度を確保できなかったずり速度を求め、生体

計測の結果と比較したところ、従来のデータの修正の必要性が示唆された。開発

中の嚥下シミュレータの精度は高く、またこれまで困難であった生体器官の形状

と運動、食塊の流れの３者を時間軸で可視化できた（下左図）。今後は、患者モデ

ルや複数の食塊モデルの制作によって、嚥下と誤嚥のメカニズムの解明に役立つ

と思われた。 

3. 口腔ケアの均霑化に関する研究：国立長寿医療研究センターで開発された標準化

した口腔ケアである“口腔ケアシステム”は、国立病院機構の研究班に採用され（5

年目）、全国の国立病院を介して普及活動が進んでいる。各種講演活動（主任研究

者：16 回）に加えて、本年度は、普及型の口腔ケアの書籍、「口腔ケアのプロに

なる」角 保徳著 医学と看護社を出版し、口腔ケアの均霑化を図った（下右図）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ．口腔機能障害の改善方法の開発 

1. 口腔用可食性フィルムによる DDS の開発：口腔疾患および口腔機能障害の治療

のため、口腔内に貼付可能で、溶解時間、膜厚の調節により薬効調節が可能であ

る “口腔用可食性フィルム ”を産官共同で新たな薬物送達法（Drug Delivery 

System；以下 DDS）として開発を継続した。 
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2. 可食性フィルムを用いた局所麻酔方法の開発：歯科用局所麻酔注射による痛み、

不快感や恐怖感の軽減を目的に、ツキオカフィルム製薬（株）および日本歯科薬

品（株）との共同開発にて口腔内局所麻酔用可食性フィルムの試作を行い、臨床

評価を完了した。現在、医薬品医療機器総合機構への薬事申請を目指して、同フ

ィルムの安定性試験および生物学的同等性試験を開始した。今後の製品化に向け

て前進する予定である。 

3. 咽頭神経ペプチド及び中枢嚥下回路制御による嚥下改善法の研究：高齢者の嚥下

障害には咽頭知覚不全が関わっている。その知覚神経の伝達物質としてサブスタ

ンス P などの神経ペプチドが関与している。サブスタンス P 遊離促進薬である

カプサイシンを咽頭に局所投与することにより嚥下反射を改善することを試み

た。 

4. 高齢者に対する安全な口腔ケア手技の検討：口腔ケアの手技においては、誤嚥性

肺炎予防のためにも口腔ケア後の口腔内汚染物除去が重要となる。効果的な汚染

物除去方法を明らかにすることを検討した結果、ウエットティッシュでの拭き取

りがもっとも効果的に汚染物を除去していたことが判明した。 

5. 高齢歯周病患者の口唇筋力強化による口腔環境改善効果：高齢歯周病患者に対

して、歯科用口唇筋力固定装置、電動歯ブラシ使用による唾液分泌量の変化と

口腔環境改善効果を検討したところ、口唇閉鎖力の向上および唾液分泌量の増

加が期待できた。 

6. 慢性期の摂食・嚥下障害に対するリハビリテーションの効果：嚥下障害が疑わ

れるような対象でも誤嚥せずに食事をさせる方法は、かなり高率の患者に対し

て設定可能なことがわかった。 

7. 高齢者の口腔機能にガム咀嚼が及ぼす影響：ガム咀嚼により安静時唾液量・粘

膜湿潤度の有意な増加がみられ、口腔乾燥の自覚症状・臨床症状がともに改善

する傾向にあったことから、ガム咀嚼は口腔乾燥症状を緩和できる可能性が示

唆された。ガムを咀嚼する負荷により咀嚼関連筋群の機能が向上する可能性が

示唆された。 

 

 

主任研究者 

 角 保徳 国立長寿医療研究センター 

歯科口腔先進医療開発センター歯科口腔先端診療開発部（部長） 

分担研究者 

1. 櫻井 薫 東京歯科大学 有床義歯補綴学講座（教授） 

2. 深山治久 東京医科歯科大学大学院 麻酔・生体管理学分野（教授） 

3. 吉成伸夫 松本歯科大学 歯科保存学第一講座 （副学長・教授） 

4. 窪木拓男 岡山大学大学院 インプラント再生補綴学分野（教授） 

5. 菊谷 武 日本歯科大学生命歯学部 口腔介護・ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ（教授） 
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6. 松尾浩一郎 藤田保健衛生大学 医学部・歯科（教授） 

7. 弘中祥司 昭和大学歯学部 スペシャルニーズ口腔医学講座（教授） 

8. 海老原覚 東邦大学 リハビリテーション医学研究室（教授） 

9. 道脇幸博 武蔵野赤十字病院 特殊歯科・口腔外科（部長） 

10. 戸原 玄 東京医科歯科大学大学院老化制御学系口腔老化制御学講座（准教授） 

11. 平野浩彦 東京都健康長寿医療センター（副部長） 

  

研究協力者 

1. 下山和弘 東京医科歯科大学（教授） 

2. 小正 裕 大阪歯科大学（教授） 

3. 佐藤裕二 昭和大学（教授） 

4. 小笠原正 松本歯科大学（教授） 

5. 松山美和 徳島大学（教授） 

6. 玄 景華 朝日大学（教授） 

7. 酒巻裕之 千葉県立保健医療大学（教授） 

8. 西 恭宏 鹿児島大学大学（准教授） 

9. 大渡凡人 東京医科歯科大学（准教授） 

10. 石川健太郎 昭和大学（講師） 

11. 岩渕博史 神奈川歯科大学（講師） 

12. 石川健太郎 昭和大学（講師） 

13. 竜 正大 東京歯科大学（助教） 

14. 品川 隆 平成横浜病院（医長） 

15. 永長周一郎 東京都リハビリテーション病院（医員） 

16. 大野友久 聖隷三方原病院（医長） 

17. 梅村長生 愛知県歯科医師会 

18. 今村嘉宣 神奈川県歯科医師会 

19. 青山行彦 静岡県歯科医師会 

20. 西田 功 愛知県歯科医師会 

 

 

Ａ．研究目的 

健全な食生活を営むことは、高齢者が健

康で QOL を維持した生活を送る上で極め

て重要な要素であり、その食生活の確保に

は口腔機能の維持が必要不可欠である。高

齢者の口腔機能の維持と向上は、高齢者に

おいて致死的感染症である誤嚥性肺炎を未

然に防ぐとともに、高齢者の脱水や低栄養

状態の予防に関わり、QOL の観点からも極

めて重要な課題である。今後、高齢者の口

腔機能の維持・向上を目指した、在宅歯科

医療や口腔ケアを普及・推進する必要があ

る。 

平成18年度より介護保険の新予防給付に

通所事業所を対象とした「口腔機能向上加

算」が導入され、平成21年度改定では特養
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や老健など介護施設での初めての口腔関連

サービスとして「口腔機能維持管理加算」

が導入され、高齢者の口腔機能の維持・向

上の重要性が政策的・社会的に認知された。

さらに、平成24年度歯科診療報酬改定で「周

術期口腔機能管理料など」が新設され、術

前術後の病院の入院患者さんの口腔ケアが

診療報酬上で評価された。口腔機能の向上

および口腔ケアの普及は、単にう蝕や歯周

病などの口腔疾患の予防のみならず、誤嚥

性肺炎などの全身疾患の予防や健康増進へ

の一環として捉えることができる。しかし、

高齢者の口腔衛生管理、口腔機能障害のメ

カニズムの解明、口腔機能障害の改善方法、

口腔ケアの標準化と普及に関する系統的な

研究は世界的に見ても極めて少ない。 

かかる背景の下、高齢者に対する簡単か

つ確実な口腔管理の実現、口腔ケアの普及

および均霑化、高齢者の口腔機能の評価方

法の開発、口腔機能障害の改善方法の開発

を目的として、9年間の長寿医療研究委託

費・開発費（16公-1、19公-2、22-2）の実

績を礎に、本分野の第1人者を分担研究者に

迎え、高齢者の口腔機能についての集学的

取り組みを行った。具体的には、①高齢者

の口腔機能の評価方法の開発とその解析、

②口腔ケアの普及および均霑化に関する研

究、③口腔機能障害の改善方法の開発、を

主たる研究項目とし、各研究者が連携しつ

つ高齢者の口腔機能について系統的に研究

し、口腔機能障害のメカニズムを解明し、

適切な評価および改善方法の開発を目指す。 

本研究班は、当センターの中期計画第

1-1-②に則り、①日本歯科薬品（株）、②ツ

キオカフィルム製薬（株）、などと産官連携

研究を行っている。さらに、本研究は当セ

ンター中期計画中の「革新的医薬品・医療

機器創出のための 5 か年戦略」（平成 19 年

内閣府・文部科学省・厚生労働省・経済産

業省）および「医療イノベーション 5 か年

戦略」（平成 24 年）に該当する。 

（倫理面への配慮） 

厚生労働省の臨床研究に関する倫理指

針（平成20年厚生労働省告示第415号）に

従う。研究を始めるに当たり、各所属組織

の倫理規定を遵守し、倫理委員会の承認を

得る。各試行において、目的、方法、手順、

起こりうる危険についての説明を口頭も

しくは文章で提示し、承諾書により被検者

の同意を得るなど、インフォームド・コン

セントに基づき倫理面への十分な配慮を

行う。対象者本人が研究の主旨を理解困難

な場合には、家族または近親者を代諾者と

する。この同意書には拘束権はなく、対象

者はいつでも研究への協力を拒否するこ

とができる。研究分担者間で共通した認識

を持ち、対象者の個人情報の流出にも厳重

に留意する。また、今回用いる評価手技自

体は侵襲性という側面からみた場合には

極めて安全性の高い方法であるが、研究等

によって生じる当該個人の不利益及び危

険性に対する十分な配慮を行い、参加拒否

の場合でもいかなる不利益も被らないこ

とを明白にする。 

 

Ｂ．研究方法 

Ｃ．研究結果 

Ｄ．考察 

本研究班は、分担研究者がそれぞれ独立

した研究を行っているために、Ｂ．研究方

法、Ｃ．研究結果、Ｄ．考察の項目につい

ては、分担研究者ごとにまとめて記載する。 

Ⅰ．高齢者の口腔機能の評価方法の開発と

その解析 
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1．高齢者の口腔内状態と生命予後及び肺炎

発症の関係（窪木拓男） 

【目的】近年、現在歯数ならびに咬合支持

の保有と長寿との関連が多数報告されるよ

うになった。しかしながら、要介護高齢者

においては現在歯の多寡だけでなく、栄養

摂取状態や口腔清掃状態といった生命予後

や肺炎発症に影響を及ぼす要因も合わせて

検討する必要がある。そこで本研究では、

生命予後（死亡）、肺炎発症に関連する因子

の検討を、口腔内環境に加え日常生活障害

度や栄養摂取状態も考慮に入れた検討を行

った。 

【方法】岡山県内の２次医療機関に入院中

の要介護高齢者全員の口腔内診査を実施し、

被験者の全身状態、日常生活障害度および

栄養摂取状態に関する情報を診療録より抽

出した。これら被験者を、32 ヶ月間追跡調

査を行い、診療録より生命予後ならびに肺

炎発症の有無を調査した（前向きコホート

研究）。その後、各種交絡因子を調整し、多

変量解析にて生命予後（死亡）ならびに肺

炎発症に関連した因子の検討を行った。 

【結果と考察】解析対象者は 46 名（男性/

女性：11/35、平均年齢：83.8±6.8 歳）であ

り、観察期間中に全被験者の 52.1%が死亡

し、73.9%に肺炎発症が認められた。主成

分分析から、口腔清掃の自立は日常生活障

害度、栄養状態、経口摂取方法、口腔乾燥

と相関していた。生命予後（死亡）に関連

する因子として低栄養状態ならびに性差

（男性）が、肺炎発症に口腔清掃能力の低

下ならびに性差（男性）に有意な関連が認

められた。 

【結論】本研究結果からは、現在歯数と生

命予後、肺炎発症との間には有意な関連は

認められなかった。しかしながら、対象と

した施設では既に口腔清掃が十分行われて

いたこと、さらに口腔清掃の自立が肺炎発

症に関連していたことから、現在歯単独で

はなく口腔清掃能力との相互作用を検討す

る必要が示唆された。今後は多施設調査を

行い、生命予後、肺炎発症に関連する候補

因子の増加に加え、被験者数を増やした検

討が必要と思われる。 

 

2．要介護高齢者に対する舌背の清掃法に関

する検討（櫻井 薫） 

【目的】口腔微生物は口腔内だけでなく全

身疾患にも影響する。特に要介護高齢者に

おいては口腔微生物の温床である舌などの

効果的な清掃により口腔微生物数を抑制す

ることが重要である。本研究は、要介護高

齢者に対する舌背の効果的な清掃法を確立

するため、要介護高齢者における口腔清掃

後の舌表面微生物数の継時的変化を健常有

歯顎者と比較するとともに、要介護高齢者

における舌表面湿潤度の経時的変化を検討

することを目的とした。 

【方法】被験者は健常有歯顎者 8 名と、脳

血管障害のため入院中で経管栄養の要介護

高齢者 6 名とした。口腔清掃にあたっては

歯面清掃後にスプレータイプの保湿剤の応

用を行ったうえで舌清掃を 10 回行い、更に

保湿剤を応用した。清掃前後および清掃後

1 時間ごとに舌表面微生物数と舌表面湿潤

度とを計測し、清掃後の経時的変化を検討

した。 

【結果と考察】健常有歯顎者では清掃 1~2

時間後に、要介護高齢者では 2～4 時間後に

最も微生物数が減少した。舌清掃直後は剥

離された舌苔の影響で微生物数が減少しな

かったが、その後は唾液の自浄作用などに

よって微生物数が減少したと考えられる。
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表面湿潤度は、応用直後には向上したもの

の早期に効果が認められなくなった。スプ

レータイプの保湿剤は蒸散性が高いため、

清掃直後には認められた効果が早期に減退

したと考えられる。 

【結論】舌清掃によって健常有歯顎者の舌

表面微生物数は清掃 1～2 時間後をピーク

として減少するのに対し、要介護高齢者の

舌背の微生物数は清掃 2～4 時間後をピー

クとして減少することが明らかとなった。

また舌表面湿潤度は、スプレータイプの口

腔保湿剤応用直後に湿潤度が向上したが、

その効果は短時間で減衰することが明らか

となった。 

3．シームレスな口腔管理を目的とした地域

支援のモデル構築（菊谷 武） 

【目的】地域において継続的口腔管理が提

供できる体制整備を目的に、地域病院に入

院する患者の退院後に向けた継続的口腔管

理のシステム構築を目指した。 

【方法】地域病院に入院している患者に口

腔スクリーニングを行い必要と認められた

者に治療介入を行い、その後、地域歯科医

院への継続的治療や管理の依頼を行った。 

【結果と考察】咬合支持の崩壊や口腔衛生

不良など歯科介入の必要な者が多く存在し

た。一方、地域歯科医院での継続した管理

が可能であった者は多くなく、連携体制や

患者や患者家族への働きかけの方法にさら

なる検討が必要で得あると思われた。 

【結論】地域病院入院患者には歯科介入の

必要な者が多く存在した。切れ目のない口

腔管理において、さらなる検討が必要で得

あると思われた。 

4．口腔機能と身体機能と関連性に関する調

査研究―サルコペニア重症度と口腔機能と

の関連―（平野浩彦） 

【目的】高齢者における現在歯数が増加傾

向にあるなか、咀嚼機能維持の方策を模索

する上で歯数以外の因子の検討が必要であ

る。本調査では、虚弱のコンポーネントの

一であるサルコペニア重症度に注目し口腔

機能との関連性の検討しその関連を明らか

にすることを目的とした。 

【方法】地域在住 65 歳以上の男女 568 名 

（平均年齢 74.09±6.33 歳：男性 236 名、

女性 332 名）を対象とし、来場型健診体系

で以下の項目の調査を行った。健診項目：

a) 身体測定、b) 血液検査（アルブミン値）、

c) 口腔内診査（残存歯数、機能歯数、安静

時咬筋厚、咬筋機能時変位量）、e) 咬合力、

f) 反復唾液嚥下テスト、g) 咀嚼機能(咀嚼

力判定ガム、h) 老年期うつ病評価尺度、i) 

認知機能検査、j) 老研式活動能力指標 k) 基

本チェックリスト l) 運動機能（握力、歩

行速度）、m) 食品摂取多様性スコア。 

【結果と考察】咀嚼機能を従属変数とした

多重ロジスティック回帰分析の結果では、

機能歯数、残存歯数、咬合力、サルコペニ

ア分類 2 群(健常群・サルコペニア群)に有意

な差が認められた。今回の結果は、全身の

虚弱化が口腔機能低下と関連があることを

示唆するものであり、歯数だけでなく全身

状態も視野に入れた包括的な方策が必要で

ある点が示唆された。 

【結論】サルコペニア重症度と口腔機能に

は有意な関係を認めた。口腔機能低下の方

策を検討する上でサルコペニアの概念も取

り入れた検討の必要性が示唆された。 

 

Ⅱ．口腔ケアの普及および均霑化に関する

研究 

1．嚥下運動の立体アニメーションモデルの

制作および嚥下の構造と運動および食物流
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れの数値シミュレーション（道脇幸博） 

【目的】従来、高齢者の嚥下機能低下の詳

細を医用画像を中心とした生体計測だけで

明らかにすることは困難であった。本研究

の目的は、嚥下と誤嚥のメカニズムを解明

するために、嚥下の数値シミュレータを開

発することである。 

【方法】頭頸部の CT データ、嚥下造影画

像、器官と筋の構成（解剖）などの医用画

像をもとに立体の実形状・実運動モデルを

制作した。医用データの再構成には、汎用

型の 3 次元 CG ソフト（3dsMax, Autodesk

社製)を利用した。次に粒子法のシミュレー

ションソフト（Particleworks 4,0、構造計

画研究所、プロメテックソフトウエア株式

会社)をカスタマイズして、先の立体の実形

状・運動モデルを剛体モデルとして取り込

んだ。食塊については、水の数値モデルを

嚥下させて、食塊の流跡とずり速度を解析

した。 

【結果と考察】今回制作した実形状・運動

モデルに基づく嚥下の数値シミュレータは、

生体の医用画像とよく一致し、信頼性は高

かった。また食塊の流跡を明瞭で立体的に

画像化することができた。さらに生体計測

では精度を確保できなかったずり速度を求

め、生体計測の結果と比較したところ、従

来のデータの修正の必要性が示唆された。 

 

【結論】開発中の嚥下シミュレータの精度

は高く、またこれまで困難であった生体器

官の形状と運動、食塊の流れの３者を時間

軸で可視化できた。今後は、患者モデルや

複数の食塊モデルの制作によって、嚥下と

誤嚥のメカニズムの解明に役立つと思われ

た。 

2．口腔ケアの均霑化に関する研究（角 保

徳） 

国立長寿医療研究センターで開発された標

準化した口腔ケアである“口腔ケアシステ

ム”は、国立病院機構の研究班に採用され（5

年目）、全国の国立病院を介して普及活動が

進んでいる。各種講演活動（主任研究者：

16 回）に加えて、本

年度は、普及型の口

腔ケアの書籍、「口腔

ケアのプロになる」

角 保徳著 医学と

看護社を出版し、口

腔ケアの均霑化を図

った（右図）。 

3．高齢者の誤嚥性肺炎に関する入院費用

の推計（道脇幸博） 

【目的】誤嚥性肺炎予防の社会的意義を明

らかにするために、70 歳以上の高齢者の

うち誤嚥性肺炎で入院している患者総数

と国民医療費を調査した。 

【方法】肺炎による入院患者総数は、平成

23 年度に厚生労働省が行った全病院・診療

所に関する悉皆調査からの実数とした。

70 歳以上の入院肺炎のなかで高齢者の

占める割合と高齢者肺炎のうち誤嚥性

肺炎の割合は、文献値を採用した。また

肺炎による入院費用は、都内の三次救急

病院の平成 23 年度の入院費用を代表値

とした。 

【結果と考察】厚労省の統計（厚労省：平

成 23 年度患者調査の概況）では、調査日



9 
 

に病院に肺炎で入院していた患者数は推

計 38,300 人であり、70 歳以上の高齢者の

誤嚥性肺炎患者数は 19,910 人と推計され

た。某三次救急病院に平成 23 年度に肺炎

で入院した 70 歳以上の患者の平均入院費

用は 49,039.7 円／日であった。 

【結論】我が国の誤嚥性肺炎による医療費

は年間約 4,450 億円と推計され、口腔機能

の維持・向上の取り組みの必要性が改めて

確認された。 

 

Ⅲ．口腔機能障害の改善方法の開発 

1．薬剤含有可食性フィルムを用いた局所麻

酔方法の開発（深山 治久、角 保徳） 

【目的】現在歯科治療で用いられている表

面麻酔薬の欠点を補い、嚥下機能の低下し

た高齢者でも安全な表面麻酔薬含有の水溶

性可食フィルムを開発し、歯科治療に新た

な無痛下の処置を提供することである。今

年度は水溶性可食フィルムの溶解時間を調

査し、より効果的な表面麻酔効果を検討し

た。 

【方法】年齢 23 から 25 歳の男性 3 名女性

4 名の計 7 名に、10 mm × 10 mm の正方形

の水溶性可食フィルムを両側の上顎側切歯

部の唇側歯肉、両側の上顎大臼歯部の頬側

歯肉、両側の下顎側切歯部の唇側歯肉、両

側の下顎大臼歯部の頬側歯肉の 8 か所に貼

付し、1，3，6，9，12，15 分後に VAS に

て溶解度を目測した。 

【結果と考察】いずれの部位でも貼付時間

が長引くと溶解度が増加し、次第にフィル

ムの確認がしにくくなった．下顎側切歯部

の唇側歯肉に貼付したフィルムは 3 分後ま

で他の 3 部位に比べて残留していることが

目測で確認できた。 

【結論】貼付後、4 部位とも数分間は貼付

部位にとどまり麻酔効果を発現することが

予想された。一方で、下顎側切歯部の唇側

歯肉では残留が他の部位に比べて長く認め

られることから、貼付部位に応じた溶解時

間を考慮する必要があることが示唆された。 

2．咽頭神経ペプチド及び中枢嚥下回路制御

による嚥下改善法の研究（海老原 覚） 

【目的】高齢者の嚥下障害には咽頭知覚不

全が関わっている。その知覚神経の伝達物

質としてサブスタンス P などの神経ペプチ

ドが関与している。そこでそれらの合成・

分解・遊離を局所制御することにより嚥下

障害高齢者の嚥下反射を改善することを試

みる。 

【方法】モルモットにハロペリドールを静

脈注射し嚥下反射遅延モデルを作成した。

その咽頭にスプレーによりサブスタンス P

遊離促進薬であるカプサイシンを噴霧し、

それによる嚥下反射潜時の変化を調べる。 

【結果と考察】：嚥下反射遅延モルモットの

咽頭にカプサイシンスプレーを局所投与す

ると、嚥下反射潜時が短縮していた。しか

しその効果は一過性であった。 

【結論】咽頭にスプレーで投与する抗誤嚥

薬が開発されれば、副作用が少なく安全で

また在宅などで手軽にできる有効な嚥下改

善法の開発につながる。そして高齢者の主

要な死因や介護要因となっている誤嚥性肺

炎の予防につながる。これらの末梢神経に

作用する方法とこれまで開発してきた中枢

刺激法を組み合わせることにより、かなり

の嚥下改善効果が期待できるものと思われ

る。 

3．高齢者に対する安全な口腔ケア手技の検

討（松尾 浩一郎） 

【目的】口腔ケアの手技においては、物理

的清掃による汚染物の刷掃とともに、誤
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嚥性肺炎予防のためにもその後の汚染物

除去が重要となる。そこで、今回われわ

れは、効果的な汚染物除去方法を明らか

にすることを目的に検討を行った。 

【方法】健常者 20 名および神経疾患患者

31 名を対象とした。口腔ケア後の汚染物

除去として、注水洗浄（rinse）とウエッ

トティッシュ（wipe）での拭き取りとの

違いによる短期的効果を検討するために、

口腔ケア前から口腔ケア１時間後までの

舌、口蓋、歯肉頬移行部（移行部）の細

菌数の変動を測定した。両除去法による

口腔内細菌数の変化を比較した。 

【結果と考察】健常群、患者群ともに、測

定した 3 部位で口腔ケア後から除去後にか

けて、rinse、wipe ともに有意に細菌数の

低下が見られた。注水洗浄を行うときには、

注水した洗浄水の誤嚥のリスクを考慮しな

ければならない。本結果より、摂食・嚥下

障害者への口腔ケアでは、注水洗浄によ

って誤嚥のリスクを高めるよりも、口腔

用ウエットティッシュ等での拭取りが汚

染物除去に有用である可能性が示された。 

【結論】今回の研究により、ウエットティ

ッシュでの拭き取りがもっとも効果的に

汚染物を除去していた。 

4．慢性期の摂食・嚥下障害に対するリハビ

リテーションの効果（戸原 玄） 

【目的】従来摂食・嚥下リハビリテーショ

ンは急性期から回復期の患者に対して行わ

れてきた。しかし超高齢社会を迎えた日本

では特に在宅などにおけるリハビリテーシ

ョンが重要であるため、訪問診療の現場に

おける実態をまず調査する。 

【方法】東京医科歯科大学歯学部附属病院

摂食リハビリテーション外来、および日本

大学歯学部付属病院摂食機能療法科にて在

宅や施設へ訪問での摂食・嚥下リハビリテ

ーションの新規の依頼が入った患者に対し

て調査を行った。調査内容は患者の基礎デ

ータおよび嚥下内視鏡検査の結果を含めた

摂食・嚥下機能に関する初診時の状況とし

た。 

【結果と考察】対象は 44 名（男性 22 名女

性 22 名）、平均年齢 81.11±11.32 歳、62－

104 歳）であった。現疾患には誤嚥性肺炎

と脳梗塞が多く、居住形態は半数以上が在

宅でその他はほぼ施設であった。身体機能

が大きく低下しており認知機能にも問題を

併せ持つ患者が多かった、口腔衛生状態お

よび発声や構音機能はある程度に保たれて

いるが食形態の調整を行って半数以上が全

介助で食事をしていた。内視鏡検査を行っ

たところ 9 割に誤嚥なく経口摂取可能な方

法を見つけることができた。 

【結論】過去の報告とも同様に嚥下障害が

疑われるような対象でも誤嚥せずに食事を

させる方法は、かなり高率の患者に対して

設定可能なことがわかった。今後は簡易な

評価方法や訓練方法などについてさらに知

見を深めたい。 

5．高齢者の口腔機能にガム咀嚼が及ぼす影

響（弘中祥司） 

【目的】ガム咀嚼は、口腔への味覚刺激や

咀嚼運動による刺激によって、唾液分泌を

促進することが知られている。また操作性

が高いことから集団を対象とした咀嚼能力

の評価にも用いられ、ガム咀嚼時の全唾液

分泌速度と咀嚼能力が関連性を示すことも

報告されている。今回我々は、高齢者の口

腔機能向上の日常的な支援方法の確立を目

的とし、ガム咀嚼が高齢者に及ぼす影響を

検討した。 

【方法】通所施設にて運動器の機能向上プ
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ログラムに参加した健康高齢者 12 名（男性

3 名、女性 9 名、平均年齢 77.8±4.7 歳）を

対象とした。対象者に午前、午後の各 1 回

5 分間のガム咀嚼を指示した。ガムは硬さ

の異なる 2 種類を使用し、休止期間を挟ん

で、それぞれ 2 週間の継続を実施した。ガ

ム咀嚼前後において、面接と口腔内診査を

実施、検討を行った。 

【結果と考察】口腔粘膜湿潤度、酸性時唾

液分泌量にガム咀嚼の前後で有意な改善が

認められた。また、口腔乾燥の臨床症状・

自覚症状で改善傾向が認められた。口腔内

細菌数には著明な変化は認められなかった。

介入期間中に全身状態、生活習慣および服

用薬剤に著変を認めた対象者はいなかった

ことから、日常的なガムの咀嚼により口腔

機能の改善が期待できる可能性が示唆され

た。 

【結論】ガム咀嚼により安静時唾液量・粘

膜湿潤度の有意な増加がみられ、口腔乾燥

の自覚症状・臨床症状がともに改善する傾

向にあったことから、ガム咀嚼は口腔乾燥

症状を緩和できる可能性が示唆された。ガ

ムを咀嚼する負荷により咀嚼関連筋群の機

能が向上する可能性が示唆された。 

6．高齢歯周病患者の口唇筋力強化による口

腔環境改善効果（吉成伸夫） 

【目的】現在の超高齢社会において、65 歳

以上の高齢者でも 20 歯以上の歯を有して

いる者の割合が増加している一方、歯周病、

根面齲蝕のリスク増加が大きな問題となっ

ている。これら高齢者の口腔内環境悪化に

は、唾液分泌量減少に伴う口腔乾燥が大き

く関与している。そこで今回、高齢歯周病

患者に対して、歯科用口唇筋力固定装置に

よる口唇筋力の増加と、唾液分泌量の変化

および口腔環境改善効果を検討することを

目的とする。 

【方法】被験者; 松本歯科大学病院歯周病

科に来院している 65 歳以上で、20 歯以上

を有する中等度慢性歯周炎患者で、歯周病

安定期治療中の 20 名を対象とした。口唇閉

鎖力強化として歯科用口唇筋力固定装置を

用いて、1 回 3 分間の口唇筋運動を 1 日 3

回、4 週間継続した。 

測定項目; 歯科用口唇筋力固定装置の使用

前後における口唇閉鎖力は、多方位口唇閉

鎖力測定装置にて測定した。安静時唾液分

泌量は吐唾法にて、刺激時唾液分泌量はサ

クソン法にて測定した。また、舌背部およ

び頬粘膜における口腔粘膜湿潤度は口腔水

分計を用いて測定した。 

【結果と考察】被験者は、平均年齢 : 

71.6±5.7 歳、平均現在歯数: 23.6±5.6 本、

術前平均 Probing depth(PD): 2.5±0.5 mm、

術前平均 Clinical attachment level(CAL): 

3.2±1.5 mm 、 術 前 平 均 Bleeding on 

probing(BOP)率: 10.1±12.4%、男性: 6 名、

女性: 14 名であった。歯科用口唇筋力固定

装置を４週間使用することにより、口唇閉

鎖力の有意な増加を認めた。同時に、安静

時唾液分泌量、および刺激時唾液分泌量の

有意な増加を認めた。また、舌背部、およ

び頬粘膜部における口腔粘膜湿潤度も有意

な増加を認めた。 

【結論】歯科用口唇筋力固定装置の使用に

よる表情筋刺激により、唾液分泌量が増加

した。また、口唇閉鎖力の向上に伴う閉口

状態維持による口腔内の湿潤度の改善を認

め、口腔乾燥による口腔細菌の増加防止も

期待できた。よって、高齢者にとって、口

唇筋力の増強は、口腔乾燥症をはじめ、歯

周病の悪化、齲蝕リスクの軽減に繋がる有

用な方法といえる可能性が示唆された。 
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Ｅ．結論 

Ⅰ．高齢者の口腔機能の評価方法の開発と

その解析 

1. 高齢者の口腔内状態と生命予後及び肺

炎発症の関係：２次医療機関の高齢入院

患者に 32 ヶ月間追跡調査（前向きコホ

ート研究）を行い、診療録より生命予後

ならびに肺炎発症の有無を調査した結

果、生命予後（死亡）に関連する因子と

して低栄養状態と性差が、肺炎発症に口

腔清掃能力の低下と性差に有意な関連

が認められた。 

2. 要介護高齢者に対する舌背の清掃法に

関する検討：要介護高齢者舌背の効果的

な清掃法を確立するため、清掃後の舌表

面微生物数と舌表面湿潤度の経時的変

化を検討した。舌清掃によって舌背の微

生物数は、清掃 2～4 時間後をピークと

して減少し、舌表面湿潤度は、口腔保湿

剤応用直後は湿潤度が向上したが、その

効果は短時間で減衰することが判明し

た。 

3. シームレスな口腔管理を目的とした地

域支援のモデル構築：地域病院に入院し

ている患者に口腔スクリーニングを行

い必要と認められた者に治療介入を行

い、その後、地域歯科医院への継続的治

療や管理の依頼を行った。その結果、咬

合支持の崩壊や口腔衛生不良など歯科

介入の必要な者が多く存在した。一方、

地域歯科医院での継続した管理が可能

であった者は多くなく、連携体制や患者

や患者家族への働きかけの方法にさら

なる検討が必要で得あると思われた。 

4. 口腔機能と身体機能と関連性に関する

調査研究―サルコペニア重症度と口腔機

能との関連―：サルコペニアが重度化す

るにつれ、現在歯数、アルブミン値、咬

合力、咀嚼機能は有意な減少を認め、サ

ルコペニア重症度と口腔機能には有意

な関係を認めた。口腔機能低下の方策を

検討する上でサルコペニアの概念も取

り入れた検討の必要性が示唆された。 

Ⅱ．口腔ケアの普及および均霑化に関する

研究 

1. 高齢者の誤嚥性肺炎に関する入院費用

の推計：厚労省の統計（厚労省：平成

23 年度患者調査の概況）では、調査日

に病院に肺炎で入院していた患者数は

推計 38,300 人であり、70 歳以上の高

齢者の誤嚥性肺炎患者数は 19,910 人

と推計された。某三次救急病院に平成

23 年度に肺炎で入院した 70 歳以上の

患者の平均入院費用は 49,039.7円／日

であった。これらのことから我が国の

誤嚥性肺炎による医療費は年間約

4,450 億円と推計され、口腔機能の維

持・向上の取り組みの必要性が改めて

確認された。 

2. 嚥下運動の立体アニメーションモデル

の制作および嚥下の構造と運動および

食物流れの数値シミュレーション：頭頸

部の CT データ、嚥下造影画像、器官と

筋の構成などの医用画像をもとに立体

の実形状・実運動モデルを制作した。今

回制作した実形状・運動モデルに基づく

嚥下の数値シミュレータは、生体の医用

画像とよく一致し、信頼性は高かった。

また食塊の流跡を明瞭で立体的に画像

化することができた。さらに生体計測で

は精度を確保できなかったずり速度を

求め、生体計測の結果と比較したところ、

従来のデータの修正の必要性が示唆さ

れた。開発中の嚥下シミュレータの精度
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は高く、またこれまで困難であった生体

器官の形状と運動、食塊の流れの３者を

時間軸で可視化できた。今後は、患者モ

デルや複数の食塊モデルの制作によっ

て、嚥下と誤嚥のメカニズムの解明に役

立つと思われた。 

3. 口腔ケアの均霑化に関する研究：国立長

寿医療研究センターで開発された標準

化した口腔ケアである“口腔ケアシステ

ム”は、国立病院機構の研究班に採用さ

れ（5 年目）、全国の国立病院を介して普

及活動が進んでいる。各種講演活動（主

任研究者：16 回）に加えて、本年度は、

普及型の口腔ケアの書籍、「口腔ケアの

プロになる」角 保徳著 医学と看護社

を出版し、口腔ケアの均霑化を図った。 

Ⅲ．口腔機能障害の改善方法の開発 

1. 口腔用可食性フィルムによる DDS の開

発：口腔疾患および口腔機能障害の治療

のため、口腔内に貼付可能で、溶解時間、

膜厚の調節により薬効調節が可能であ

る“口腔用可食性フィルム”を産官共同で

新たな薬物送達法（ Drug Delivery 

System；以下 DDS）として開発を継続

した。 

2. 可食性フィルムを用いた局所麻酔方法

の開発：歯科用局所麻酔注射による痛み、

不快感や恐怖感の軽減を目的に、ツキオ

カフィルム製薬（株）および日本歯科薬

品（株）との共同開発にて口腔内局所麻

酔用可食性フィルムの試作を行い、臨床

評価を完了した。現在、医薬品医療機器

総合機構への薬事申請を目指して、同フ

ィルムの安定性試験および生物学的同

等性試験を開始した。今後の製品化に向

けて前進する予定である。 

3. 咽頭神経ペプチド及び中枢嚥下回路制

御による嚥下改善法の研究：高齢者の嚥

下障害には咽頭知覚不全が関わってい

る。その知覚神経の伝達物質としてサブ

スタンス P などの神経ペプチドが関与

している。サブスタンス P 遊離促進薬で

あるカプサイシンを咽頭に局所投与す

ることにより嚥下反射を改善すること

を試みた。 

4. 高齢者に対する安全な口腔ケア手技の

検討：口腔ケアの手技においては、誤嚥

性肺炎予防のためにも口腔ケア後の口

腔内汚染物除去が重要となる。効果的な

汚染物除去方法を明らかにすることを

検討した結果、ウエットティッシュでの

拭き取りがもっとも効果的に汚染物を

除去していたことが判明した。 

5. 高齢歯周病患者の口唇筋力強化による

口腔環境改善効果：高齢歯周病患者に対

して、歯科用口唇筋力固定装置、電動歯

ブラシ使用による唾液分泌量の変化と

口腔環境改善効果を検討したところ、口

唇閉鎖力の向上および唾液分泌量の増

加が期待できた。 

6. 慢性期の摂食・嚥下障害に対するリハビ

リテーションの効果：嚥下障害が疑われ

るような対象でも誤嚥せずに食事をさ

せる方法は、かなり高率の患者に対して

設定可能なことがわかった。 

7. 高齢者の口腔機能にガム咀嚼が及ぼす

影響：ガム咀嚼により安静時唾液量・粘

膜湿潤度の有意な増加がみられ、口腔乾

燥の自覚症状・臨床症状がともに改善す

る傾向にあったことから、ガム咀嚼は口

腔乾燥症状を緩和できる可能性が示唆

された。ガムを咀嚼する負荷により咀嚼

関連筋群の機能が向上する可能性が示

唆された。 
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た嚥下時の食物流れの MPS 法による

解析、計算工学講演会論文集 Vol.18 

(2013 年 6 月) 

29) 菊地貴博、羽生圭吾、越塚誠一、道脇

幸博：メタボール濃度値を利用した粒

子法での壁境界条件の改良、第 18 回計

算工学講演会、計算工学講演会論文集 

Vol.18 (2013 年 6 月) 

30) 道脇幸博、菊地貴博、園村光弘、神谷 

哲、外山義雄、長田 尭、越塚誠一：

飲み込み時の実形状・運動モデルを使

った、口腔～咽頭・食道までの食物流

れの数値シミュレーション．第 26 回計

算力学講演会 論文集 2013 

31) 道脇幸博、愛甲勝哉、井上美喜子、西

田佳史、角 保徳：食品による窒息 107

例の生命予後因子の検討 日摂食嚥下

リハ会誌 17(1):45-51, 2013  

32) 小林義和、松尾浩一郎、渡邉理沙、藤

井航、金森大輔、永田千里、角保徳、

水谷英樹: 当院における周術期口腔機

能管理患者の口腔内状況および介入効

果. 老年歯科医学.28: 69-78, 2013.  

33) 池田真弓、三鬼達人、西村和子、田村
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茂、渥美雅子、濱健太朗、稲垣鮎美、

目黒道生、金森大輔、中川量晴、渡辺

理沙、松尾浩一郎：口腔ケア後の汚染

物除去手技の比較 –健常者における予

備的検討–.日摂食嚥下リハ会誌 17(3): 

233-238, 2013. 

34) 戸原玄 阿部仁子 中山渕利 植田耕

一郎 摂食・嚥下障害への対応－摂

食・嚥下障害の評価と訓練－ 日本補

綴歯科学会雑誌 5(3)：265-271, 2013. 

35) 枝広あや子、平野浩彦、山田律子、千

葉由美、渡邊 裕 : アルツハイマー病

と血管性認知症高齢者の食行動の比較

に関する調査報告 第一報 ‐食行動変

化について‐. 日本老年医学会雑誌、

50(5): 651-660, 2013 

 

２．著書・総説 

1) 角 保徳 嚥下障害患者における口腔

ケアの意義 日老医誌 50:465-468, 

2013 

2) 角 保徳 『プロフェッショナルシリ

ーズ お年寄りに優しい治療・看護・

介護 8 口腔ケアのプロになる』 医

学と看護社 2013 

3) 角 保徳（戸塚靖則，高戸毅監修） 口

腔科学 朝倉書店 2013. 

4) 武藤昭紀、吉成伸夫 高齢者の歯周病

を管理する～歯周治療・メンテナンス

の意義と実践～ Chapter2 高齢者の歯

周治療を行う前に押さえておきたいギ

モン Q&A，デンタルハイジーン，医歯

薬出版株式会社，34(3)，258-263，2014． 

5) 深山治久（戸塚靖則，高戸毅監修） 口

腔科学 朝倉書店 2013. 

6) 海老原 覚：香りはヒトの生命をどこま

で救うことができるか アロマによる

高齢者医療への挑戦 誤嚥・転倒予防.  

Aroma Research 14: 168-171, 2013 

7) 海老原 覚： TRP 温度感受性受容体の

気道系に対する役割と臨床応用.  ア

レルギーと神経ペプチド   9: 4-11, 

2013 

8) 海老原覚:  咽頭部化学受容と嚥下障

害治療 .  G.I.Research 21: 32-136, 

2013 

9) 海老原覚、海老原孝枝:  嚥下障害に対

する薬物的アプローチ. ENTONI 150:  

58-63, 2013 

10) 大田仁史，三好春樹（監修），菊谷 武

（分担執筆）実用介護事典 改訂新版,

株式会社 講談社,東京,463-464，468

など,2013. 

11) 菊谷 武（監修）、菊谷 武、吉田光由、

田村文誉、渡邊 裕、坂口 英夫、母

家正明、菅 武雄、蔵本千夏、岸本裕

充、田中 彰、有友たかね、田中法子

（著）口をまもる 生命をまもる 基

礎から学ぶ口腔ケア 第 2 版、株式会

社 学研メディカル秀潤社、東京,2-14，

30-42，44-48，62-69，82-86，154, 2013. 

12) 全国歯科衛生士教育協議会（監修）、菊

谷 武（分担執筆）最新歯科衛生士教

本 高齢者歯科第 2 版 介護施設にお

ける摂食・嚥下リハビリテーション、

医歯薬出版、東京,189-194, 2013. 

13) 戸塚康則，髙戸 毅（監修）、菊谷 武

（分担執筆）口腔科学、朝倉書店、東

京、899-902, 2013. 

14) 菊谷 武 在宅・施設におけるリハビリ

テーション ,難病と在宅ケア 19(1): 

17-20, 2013. 

15) 菊谷 武、東口髙志、鳥羽 研二 高齢

者の栄養改善および低栄養予防の取り
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組み,Ｇｅｒｉａｔｒｉｃ Ｍｅｄｉ

ｃｉｎｅ＜老年医学＞,51(4): 429-437, 

2013. 

16) 菊谷 武 いつまでもおいしく食べる

を支えます！口腔リハビリテーション

に特化した専門クリニックを開設して,

ザ ・ ク イ ン テ ッ セ ン ス ,37

（7）,32-33,2013. 

17) 菊谷 武、西脇恵子 「ペコぱんだ」を

利用した舌のレジスタンス訓練,日本

歯科評論,73(9),133-136,2013. 

18) 菊谷 武 「食べる」を支えるケアマネ

ージャーの視点 , ケアマネージャ

ー,15(11),13-15,2013. 

19) 菊谷 武 「摂食嚥下」の基礎知識,ケ

アマネージャー,15(11),16-20,2013. 

20) 菊谷 武 状況別 食事の際の観察ポ

イント、ケアマネージャー 15(11): 

26-29, 2013. 

21) 菊谷 武 口から食べる幸せの実現に

向けて 今、私たちができること、や

るべきこと,ヘルスケア・レストラン,21

（12）,14-19,2013. 

22) 菊谷 武 農林水産省の「介護食品のあ

り方に関する検討会議」によせて,月刊

「 ニ ュ ー ア イ デ ィ ア 」 増 刊

号,38(12),131,2014. 

23) 菊谷 武 リハビリ専門施設の取組み,

月刊 歯科医療経済 ,122 （ 3 ）月

号,26-29,2013. 

24) 菊谷 武 リハビリ病棟の口腔ケア,リ

ハビリナース,７(１),74-79,2014. 

25) 菊谷 武 〈特集〉 加齢変化(エイジン

グ)をどう捉えるか?５．患者のステー

ジを考慮した補綴治療 ,日本歯科評

論,74(2),29,74-81,2014. 

26) 菊谷 武、尾関麻衣子 栄養・食事療法

のポイント ,Medical Practice,31(2): 

331-337, 2014. 

27) 道脇幸博 監修、編集 道脇幸博、向

山 仁：入院患者のための口腔・咽頭

ケア 医歯薬出版、2013 
28) プロセスモデルで考える摂食・嚥下リ

ハビリテーションの臨床 －咀嚼嚥下

と食機能－. 才藤栄一 監修／松尾浩

一郎・柴田斉子 編，東京都．医歯薬

出版, 2013 

29) 戸原玄 阿部仁子 中山渕利 和田聡

子 佐藤光保 井上統温 植田耕一郎 

摂食・嚥下リハビリテーションをめぐ

る 研 究の現 状 と展望  歯界展 望

23(1)：154-166，2014. 

30) 戸原玄 阿部仁子 中山渕利 和田聡

子 佐藤光保，井上統温 植田耕一郎 

歯科医療従事者による胃瘻患者への摂

食・嚥下リハビリテーションの可能性 

歯界展望 22(4)：746-754，2013. 

31) 戸原玄 阿部仁子 中山渕利 植田耕

一郎 摂食・嚥下の簡便なスクリーニ

ングと専門医療機関との連携 東京都

歯科医師会雑誌 61(9)：3-10，2013. 

32) 戸原玄 阿部仁子 中山渕利 和田聡

子 佐藤光保 井上統温 植田耕一郎 

摂食・嚥下障害の評価と訓練の実際 

日本味と匂学雑誌 20(2): 111-120, 

2013. 

33) 戸原玄 阿部仁子 中山渕利 和田聡

子 佐藤光保 井上統温 植田耕一郎 

胃瘻患者の経口摂取再会への道筋を考

える－在宅療養中の胃瘻患者への摂

食・嚥下リハビリテーションの実際－ 

デンタルハイジーン 33(10): 114-118, 

2013. 

34) 戸原玄 阿部仁子 中山渕利 摂食・

嚥下障害 日本臨床 71(6)：1019-1023，
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2013. 

35) 戸原玄 阿部仁子 中山渕利 摂食・

嚥下障害の評価 日本歯科医学会雑誌 

32: 97-100, 2013. 

36) 平野浩彦 : 最新歯科衛生士教本 高

齢者歯科第 2 版, 医歯薬出版、pp34-44, 

2013 

37) 平野浩彦 :第 6 章 1 非がん疾患患者

の口腔領域における緩和医療・緩和ケ

アの視点（杉原一正、岩渕博史監修、

平野浩彦他編集）、永末書店、東京、2013、

p128-133 

38) 平野浩彦 :第 6 章 2-1 認知症①：認知

症の摂食・嚥下障害（杉原一正、岩渕

博史監修、平野浩彦他編集）、永末書店、

東京、2013、p134-139 

39) 平野浩彦（共著）：ジェロントロジー

入門（日本応用老年学会編著）第 9 章

5 口腔ケア、2013 、p216-217  

40) 平野浩彦、小原由紀：生活機能向上！

口腔機能トレーニング. 認知症高齢

者への対応. 通所介護＆リハ, 11(1), 

pp. 80-85, 2013. 

41) 平野浩彦 : 高齢期 口腔機能低下を

診る視点. DH Style 増刊号 口腔内

の病変・異常に気付く観察眼を養おう, 

pp16-119, デンタルダイアモンド社, 

2013 

42) 平野浩彦、枝広あや子 : 拒食・異食・

嚥下障害をどうする？認知症に伴う

“食べる障害”を支えるケア. エキスパ

ートナース, 29(2), pp22-27, 2013 

43) 平野浩彦、認知症の人の円滑な食支

援・口腔のケアを行うために、日本認

知症ケア学会雑誌、 12(4),p661-670, 

2014 

44) 平野浩彦：世界的な超高齢社会へ向け

ての歯科医療のあり方 認知症の歯科

医療．日本歯科医師会雑誌 66(7), 

686-687, 2013 

 

３．新聞 その他 

1) 角 保徳：医師の目①～④ 

2013.11.28, 12.5, 12.12, 12.19 日本経

済新聞夕刊掲載 

2) 菊谷 武  はじめよう 口腔ケア㊦ 

訓練 ,日本農業新聞,6月6日,12,2013. 

3) 菊谷 武 介護食品をめぐる論点整理

の会開催,日本シニアリビング新聞,第

74 号,1,2013. 

4) 菊谷 武 座談会 地域でつながる,多

職種でつなげる 高齢者の「食」支援,

週 刊  医 学 会 新 聞 ,3055 号 ,1-3

面,2013. 

5) 菊谷 武 ゆうゆう Life,産経新聞,1 月

２３日朝刊,15 面,2014. 

6) 菊谷 武 介助工夫で食欲アップ,読売

新聞,１月３１日朝刊, 2014. 

7) 道脇幸博：食感の指標作りめざす、日

刊工業新聞 2013 年 7 月 5 日 

8) 道脇幸博：入院中も口をきれいにー合

併症予防に効果・退院早まる、朝日新

聞 9 月 24 日、朝刊 

 

４．シンポジウム・セミナーなど 

1) 角 保徳 「高齢者への口腔ケアの必

要性とその方法」日本老年医学会 高

齢者医療研修会 2013.06.06 大阪市 

2) 角 保徳 「電動歯ブラシを用いた要

介護高齢者の口腔ケア」第 56 回春季日

本歯周病学会学術大会ランチョンセミ

ナー 2013.06.01 東京都 

3) 吉成伸夫 超高齢社会に向けての歯周

病治療 第 56 回春季日本歯周病学術
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大 会 認 定 医 ・ 専 門 医 教 育 講 演 

2013.6.1 東京都 

4) Fukayama H 「New devices for local 

anesthesia in dentistry 」 

MANDALAY DENTAL 

CONFERENCE 2013  2013.7.2 

マンダレー,ミャンマー 

5) 深山治久 「歯科麻酔用電動注射器の

有用性や最新情報の紹介」 第 41 回日

本歯科麻酔学会総会・学術集会ランチ

ョンセミナー 2013.10.3 横浜市 

6) 海老原覚: 高齢者の肺炎の予防と治療.  

第 15 回日本医学会公開フォーラム（教

育講演）, 東京, 2013. 6.15 

7) 海老原覚:  呼吸感覚モダリティーに

よる痛覚感受性制御の検討.  第 53 回

日本呼吸器学会学術集会（ミニシンポ

ジウム）, 東京, 2013. 4.21 

8) 松尾浩一郎「在宅における摂食・嚥下

リハビリテーション」第 2 回訪問リハ

ビリテーション協会学術大会イブニン

グセミナー 2013/6/8 松本市 

9) 松尾浩一郎「プロセスモデルで考える

咀嚼嚥下と食機能」 日本摂食・嚥下

リハビリテーション学会ランチョンセ

ミナー 2013/9/22 倉敷市 

10) 松尾浩一郎「疾患の多様化に対応する

口腔管理 −ケアの目的を把握して口腔

ケアの効率性を高める－」 第 30 回日

本障害者歯科学会学術大会ランチョン

セミナー 2013/10/12 神戸市 

11) 松尾浩一郎「医療に浸透していく歯科

医療 − 地域につなげる病院歯科－」 

第１６回病院歯科介護研究会ランチョ

ンセミナー 2013/10/20 岡山市 

12) 松尾浩一郎「誤嚥性肺炎を予防して最

後まで口からおいしく食べる！－口腔

ケアと咀嚼嚥下のリハビリテーション

－」 佐久市市民公開講座 特別講演

2013/11/4  佐久市 

13) 松尾浩一郎「疾患の多様化に対応する

口腔ケア」 第 27 回日本口腔リハビリ

テ ー ション 学 会  シ ン ポジウ ム 

2013/11/9 横浜市 

14) 戸原玄 「この町で健やかに暮らし、

安心して逝くために」NPO 法人白十字

在宅ボランティアの会 シンポジウム 

2014.01.21 新宿区 

15) 戸原玄 「摂食・嚥下障害の評価と訓

練の実際」 第 21 回岡山県介護老人保

健施設大会 特別講演 2013.11.28 

倉敷市 

16) 戸原玄 「臨床における摂食・嚥下障

害の評価と訓練」 第 9 回奈良県 TCS

研究会  特別講演 2013.11.08 橿

原市 

17) 戸原玄 「歯科医師からみた摂食・嚥

下障害」 第 10 回東北摂食・嚥下リハ

ビリテーション研究会 特別講演 

2013.10.06 仙台市  

18) 戸原玄 「摂食・嚥下障害の評価と訓

練の実際」 日本食品化学工学会第 60

回 記 念 大 会  シ ン ポ ジ ウ ム 

2013.08.31 日野市 

19) 戸原玄 「摂食・嚥下障害の評価と訓

練の実際」 第 31 回日本顎咬合学会学

術大会・総会  2013.06.30 千代田区 

20) 戸原玄 「摂食・嚥下リハにおける咀

嚼の重要性」 日本咀嚼学会 特別講

演 東京医科歯科大学歯学部特別講堂 

2013.03.02 文京区 

21) 戸原玄 「摂食・嚥下障害の評価と訓

練の実際」 第 28 回日本静脈経腸栄養

学会学術集会 日本摂食・嚥下リハビ
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リテーション学会／日本静脈経腸栄養

学会合同教育講演 2013.02.22 金沢

市 

22) 平野浩彦（座長・シンポジスト）：シン

ポジウム「終末期高齢者に対する歯科

医療と口腔ケアの役割」第 24 回日本老

年歯科医学会学術大会, 大阪, 2013.6.5 

23) 平野浩彦（座長・シンポジスト）．口腔

リハビリテーションはどこまでできて

いるか、第 27 回日本口腔リハビリテー

ション学会学術大会、2013.11.10 

24) 平野浩彦：（シンポジスト）保健・医療・

介護の根底をつなぐ口腔ケア、平成 25

年日本口腔衛生学会 口腔衛生関東地

方研究会 シンポジウム、2013.12.6 

 

５．学会発表 

1) Umezawa T, Ryu M, Tasaka A, Ueda 

T, Sakurai K.  Adhesion of 

Streptococcus Sanguinis to 

Ce-TZP/Al2O3 Nanocomposite.  

15th Biennial Meeting of the 

International College of 
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70) 繁里有希、戸原玄、阿部仁子、中山渕

利、原豪志、佐藤光保、三瓶龍一、合
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対する摂食・嚥下リハビリテーション

に関する総合的研究報告⑤－胃瘻交換

時の嚥下機能評価の有用性－」 第 19

回日本摂食・嚥下リハビリテーション

学会学術大会 2013.09.23 倉敷市 
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井上温統、植田耕一郎 「嚥下時およ

び開口時の舌骨上筋の筋活動量の関

連」 第 19 回日本摂食・嚥下リハビリ
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84) 澤島果林、重栖由美子、中根綾子、梅
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「筋萎縮性側策硬化症患者の滲出性中

耳炎がバルーン拡張訓練により改善し

た一例」 第 19 回日本摂食・嚥下リハ
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期高齢女性におけるダイナペニックオ

ベシティと老年症候群との関連．第 72
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回日本老年学会総会合同ポスター、大

阪、2013. 6. 4 -6  

105) 菅武雄、平野浩彦、森戸光彦、阪
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108) 森下志穂、渡邊裕、平野浩彦、枝

広あや子、佐藤絵美子、小原由紀、田

中弥生、池山豊子、鈴木隆雄：通所介

護施設における栄養改善および口腔機

能向上サービスの効果に関する介入調

査. 第 24回日本老年歯科医学会学術大

会, 大阪, 2013.6.4-6 

109) 酒井克彦、平野浩彦、渡邊裕、菅

武雄、枝広あや子、佐藤絵美子、村上

正治、吉田雅康、森下志穂、小原由紀、
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片倉朗：要介護高齢者における摂食・

嚥下障害に関連する要因の検討. 第 24

回日本老年歯科医学会学術大会, 大阪, 

2013.6.4-6 

110) 枝広あや子、古賀ゆかり、山岸春

美、藤田まどか、宮本敦子、会沢咲子、

蛯谷明希、青木一之、小澤政陽、小池

拓郎、鈴木章敬、高草木章、高田靖、

中島陽州、松山喜昭、柳澤達雄、平野

浩彦 : 認知症高齢者の長期経過にお

ける摂食や義歯使用を含む ADL の変

化~AD と VaD の検討~. 第 24 回日本

老年歯科医学会学術大会 , 大阪 , 

2013.6.4-6 

111) 枝広あや子、平野浩彦、山田律子、

佐藤絵美子、冨田かをり、中川量晴、

渡邊裕、小原由紀、大堀嘉子、新谷浩

和、細野純 : 認知症高齢者の自立摂食

を支援するための介入プログラムの効

果検証. 第 24回日本老年歯科医学会学

術大会, 大阪, 2013.6.4-6 

112) 小原由紀、平野浩彦、杉本久美子、

吉田直美、河野葉子、佐藤絵美子、吉

田英世、大渕修一、俣木志朗 : 口腔乾

燥感を自覚する地域在住高齢者への介

入調査研究. 第 24回日本老年歯科医学

会学術大会, 大阪, 2013.6.4-6 

113) 平野浩彦、森戸光彦、阪口英夫、

菅武雄、渡邊裕、大野友久、山田律子、

枝広あや子、森下志穂 : 終末期高齢者

に対する歯科治療およびマネジメント

ニーズに関する調査報告. 第 24回日本

老年歯科医学会学術大会 , 大阪 , 

2013.6.4-6 

114) 会沢咲子、藤田まどか、山岸 春美、

宮本敦子、蛯谷明希、高草木章、平野

浩彦 : 東日本大震災被災地における

口腔機能向上教室の実施報告. 第 24回

日本老年歯科医学会学術大会, 大阪, 

2013.6.4-6 

115) 高草木章、会沢咲子、藤田まどか、

平野浩彦、渡邊篤士、志賀博 : 相馬市

応急仮設住宅入居被災者に対する「口

腔機能向上プログラム」の効果. 第 24

回日本老年歯科医学会学術大会, 大阪, 

2013.6.4-6 

116) 苅田典子、目黒道生、久保 克行、

中山良子、加藤真由美、澤田弘一、藤

原ゆみ、冨山祐佳、小林直樹、平野浩

彦 : 認知症患者における高次脳機能

の低下と口腔管理の状態の関連性第

24 回日本老年歯科医学会学術大会, 大

阪, 2013.6.4-6 

117) 小原由紀、平野浩彦、吉田英世、

大渕修一、井原一成、藤原佳典、河合 

恒、小島基永、関口晴子、俣木志朗:地

域在住高齢者の主観的口腔健康感に関

連する要因の検討. 日本歯科衛生学会

第 8 回学術大会, 兵庫, 2013.9.14-16 

118) 森下志穂、渡邊裕、平野浩彦、枝

広あや子、佐藤絵美子、小原由紀、田

中弥生、池山豊子：通所介護施設にお

ける口腔機能向上および栄養改善の複

合サービスの効果に関する介入調査. 

日本歯科衛生学会第 8 回学術大会, 兵

庫, 2013.9.14-16 

119) 堀直子、谷口優、平野浩彦、枝広

あや子、小原由紀、藤原佳典、干川な

つみ、新開省二：地域在宅高齢者にお

ける主観的な口腔乾燥と関連する要因. 

日本歯科衛生学会第 8 回学術大会, 兵

庫, 2013.9.14-16 

120) 吉田英世、金憲経、小島成実、吉

田祐子、齋藤京子、金美芝、平野浩彦、
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岩佐一、島田裕之、鈴木隆雄．地域在

住高齢者の基礎的運動能力からみた要

介護化の危険因子の検討．第 72 回日本

公衆衛生学会総会、2013.10.23-25． 

121) 金憲経、小島成実、金美芝、吉田

英世、齋藤京子、吉田祐子、平野浩彦、

須藤元喜、山城由華吏、鈴木隆雄．後

期高齢女性におけるダイナペニックオ

ベシティと老年症候群との関連．第 72

回 日 本 公 衆 衛 生 学 会 総 会 、

2013.10.23-25． 

122) 小島成実、金憲経、金美芝、吉田

英世、齋藤京子、吉田祐子、平野浩彦、

鈴木隆雄．後期高齢女性におけるサル

コペニアと老年症候群・体力指標との

関連．第 72 回日本公衆衛生学会総会、

2013.10.23-25． 

123) 天野雄一、蜂須貢、吉田英世、河

合恒、平野浩彦、小島基永、藤原佳典、

大渕修一、井原一成．地域高齢者にお

ける大うつ病性障害の 1 年予後．第 72

回 日 本 公 衆 衛 生 学 会 総 会 、

2013.10.23-25． 

124) 平野浩彦：特別講演：高齢者の口

を考える―超高齢社会の視点から―日

本口腔衛生学会北海道口腔保健学会、

2013.11.9 

125) 高城大輔、弘中祥司ほか：高齢者

の口腔機能にガム咀嚼が及ぼす影響 

第１報 健康高齢者の口腔乾燥と唾液

分泌について、日本老年歯科医学会学

術大会，平成 25 年 6 月 4-6 日，大阪． 

126) 森田悠，弘中祥司ほか：高齢者の

口腔機能にガム咀嚼が及ぼす影響 第

２報 健康高齢者の咬合力，咬合接触面

積，カンジダ菌数および口腔内総細菌

数について，日本老年歯科医学会学術

大会，平成 25 年 6 月 4-6 日，大阪． 

 

６．講演 

1) 角 保徳 「摂食・嚥下障害と口腔の

ケアについて」 神奈川県摂食・嚥下

障 害 歯 科 医 療 担 当 者 研 修 会 

2013.11.17 横浜市 

2) 角 保徳 「高齢社会と口腔管理 20 年

後、30 年後の歯科医療を考える」鹿児

島大学講義 2013.10.31 鹿児島市 

3) 角 保徳 「高齢者歯科医療の将来像

ー今後の歯科界の発展の方策を考える

ー」平成 25 年度歯の健康力推進歯科医

師等養成講習会 2013.10.27 名古屋

市 

4) 角 保徳 「超高齢社会からみる口の

問題」 日本食育ネットワーク「高齢

者口腔機能管理・基礎コース」講習会 

2013.10.19 東京都 

5) 角 保徳 「命を支える口腔ケア」 佐

倉 市 健 康 管 理 セ ン タ ー 講 演 会 

2013.10.10 佐倉市 

6) 角 保徳 「高齢者歯科の現況と 10 年

後、20 年後」松本歯科大学 障害者歯

科学講義 2013.10.08 塩尻市 

7) 角 保徳 「命を支える口腔ケア」 25

年度西尾市歯科医師会シンポジウム

2013.09.29 西尾市 

8) 角 保徳 「命を支える口腔ケア」連

携大学院開設記念キックオフミーティ

ング 2013.09.25 徳島市 

9) 角 保徳 「口腔ケアの重要性とその

方法」 武田薬品工業(株)浦添地区臨床

懇話会 2013.09.11 浦添市 

10) 角 保徳 「高齢社会と口腔ケア：専

門的口腔ケアの普及を」25 年度西三河

歯科医師会・西三河南部衛生士会共催
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学術講演会 2013.09.01 刈谷市 

11) 角 保徳 「命を支える口腔ケア、在

宅歯科医療」富山県歯科医師会 在宅

歯科医療連携推進研修会 2013.08.29 

富山市 

12) 角 保徳 「未来を開く高齢者歯科医

療」 長野県歯科医師会第１回学術大

会 2013.07.21 塩尻市 

13) 角 保徳 「糖尿病療養指導に携わる

皆様のレベル向上」 第 7 回東三河糖

尿病セミナー 2013.07.13 豊橋市 

14) 角 保徳 「高齢者歯科医療の確立と

口腔ケア―日本の歯科医療の発展への

方策を考える―」 長崎大学講義 

2013.07.04 長崎市 

15) 角 保徳 「日本の歯科医療の充実へ

の方策を考える 高齢者歯科医療の確

立を」東京医科歯科大学 大学院高齢者

学分野 講義  2013.04.19 東京都 

16) 角 保徳 「高齢者の口腔ケアについ

て」四日市社会保険病院 地域医療連

携懇話会・みえ北勢地区摂食嚥下障害

研究会 2013.04.04 四日市市 

17) 海老原覚: 高齢者の肺炎と嚥下機能障

害 高齢者疾患フォーラム in 鹿児島 

(特別講演)、鹿児島, 2013. 9.21 

18) 海老原覚:  高齢者の肺炎と誤嚥に対

する新しい予防・対処法. 第 24 回鳥

取・島根地区 在宅呼吸ケア研究会 

(特別講演)、米子, 2013. 9.28 

19) 神谷哲、外山義雄、神野暢子、長田尭、

羽生圭吾、道脇幸博、菊地貴博、3 次

元 MPS 法を用いた嚥下動態シミュレー

タ「Swallow Vision®」の紹介ならびに

3D AVS Player を用いた４次元嚥下動

態の可視。第 19 回ビジュアリゼーショ

ンカンファレンス、2013 年 11 月 29

日 

20) 菊地貴博、道脇幸博、羽生圭吾、越塚

誠一：メタボール濃度値を利用した粒

子法での壁境界条件の改良、粒子法 

CUG 第 26 回会合 講演会 2013 年 7

月 25 日、東京 

21) 松尾浩一郎「訪問歯科診療につなげる

摂食・嚥下リハビリテーション」 長

野 県 歯 科 医 師 会 実 技 講 習 会 

2013/1/20 松本市 

22) 松尾浩一郎「訪問歯科診療につなげる

摂食・嚥下リハビリテーション」高松

市歯科医師会講演会 2013/5/26 高

松市 

23) 松尾浩一郎「疾患の多様化に対応する

口腔管理 −ケアの目的を把握して口腔

ケアの効率性を高める－」 愛豊歯科

医師会学術講演会 2013/9/5 名古屋

市 

24) 松尾浩一郎「プロセスモデルで考える

摂食・嚥下リハビリテーション」 富

山嚥下研究会 2013/9/7 富山市 

25) 松尾浩一郎「様々な疾患に対する口腔

ケア」 愛知豊明地域連携ネットワー

ク  第 3 回 口 腔 ケ ア セ ミ ナ ー 

2013/10/17 豊明市 

26) 松尾浩一郎「脳卒中とチーム医療」 長

野摂食・嚥下リハビリテーション研究

会 2013/12/7 松本市 

27) 松尾浩一郎「摂食・嚥下障害への対応 -

評価と訓練-」 熊本県介護者歯科実技

研修会  2013/12/14 熊本市 

28) 戸原玄 「摂食・嚥下障害の評価と訓

練の実際」 兵庫県歯科医師会第 2 回

在宅歯科診療スキルアップ研修会 

2013.12.22 神戸市 

29) 戸原玄 「摂食・嚥下障害の評価と訓
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練の実際」 第 46 回日本大学歯学部女

性臨床研究会桜駿会 2013.12.01 千

代田区 

30) 戸原玄 「食べる機能と老化－よりよ

く食べて、よりよく生きる－」 小山

市いきいきふれあいセンター講演会 

2013.10.30 小山市 

31) 戸原玄 「介護予防は「食べる」こと

から－よりよく食べてよりよく生きる

－」 川口市老人大学 2013.10.29 

川口市 

32) 戸原玄 「摂食・嚥下障害への対応の

基本」 柏市在宅医療推進のための地

域における他職種連携研修会フォロー

アップ研修 2013.10.23 柏市 

33) 戸原玄 「胃瘻の実態調査－訪問歯科

の現場から－」 第 7 回医療の未来を

考える会 2013.10.13 千代田区 

34) 戸原玄 「摂食・嚥下障害の評価と訓

練の実際」 平成 25 年度給食施設栄養

管理者講習会 2013.07.01 練馬区 

35) 戸原玄 「摂食・嚥下障害の評価と訓

練の実際，味覚（うま味）と口腔保健：

より健康な生活を目指して」 うま味

研 究 会  公 開 シ ン ポ ジ ウ ム 

2013.05.31 港区 

36) 戸原玄 「摂食・嚥下障害の評価と訓

練の実際」 第 1 回旭川摂食・嚥下研

究会 特別講演 2013.05.24 旭川市 

37) 戸原玄 「摂食・嚥下障害の評価と訓

練の実際」 一般社団法人千葉県言語

聴覚士会主催平成25年度第1回研修会 

2013.05.19 千葉市 

38) 平野浩彦：認知症の人の摂食・嚥下障

害、北海道大学同窓会研修会、東京、

2013.1.27 

39) 平野浩彦：認知症高齢者への対応 ～

認知症を食支援から考える～、東京都

歯科医師会在宅歯科医療推進シリーズ

研修会、東京、2013.1.31 

40) 平野浩彦：認知症の食を支える基礎知

識、清瀬市役所、清瀬市、2013.2.2 

41) 平野浩彦：胃瘻造設者の口腔ケア：公

益社団法人全国国民健康保険診療施設

協議会 胃ろう造設者に対する口腔ケ

アセミナー、佐久市、2013.2.9 

42) 平野浩彦：認知症のくちを支える基礎

知識、認知症高齢者口腔機能向上研修、

高知県庁、四万十市、2013.2.10 

43) 平野浩彦：認知症のくちを支える基礎

知識、認知症高齢者口腔機能向上研修、

高知県庁、高知市、2013.2.11 

44) 平野浩彦：食べる機能を支える、介護

予防事業における口腔機能向上研修会、

名古屋市役所、名古屋市歯科医師会、

2013.2.28 

45) 平野浩彦：認知症高齢者の「食の自立

支援」について、熊本県歯科衛生士会、

2013.3.9 

46) 平野浩彦：認知症高齢者の「食の自立

支援」について、介護職スキルアップ

セミナー、日生福祉学園、2013.3.16 

47) 平野浩彦：おいしく食べて飲み込ん

で！、第 11 回口腔介護講演会、市民公

開講座、世田谷区歯科医師会、世田谷

区役所、2013.3.24 

48) 平野浩彦：認知症の食支援を考える、

佐賀摂食・嚥下リハビリテーション研

究会、2013.4.6 

49) 平野浩彦：要介護高齢者の「口腔ケア」

について、介護職スキルアップセミナ

ー、日生福祉学園、2013.4.13 

50) 平野浩彦：認知症の食支援を考える、

長野県地域医療再生事業回復期リハビ
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リテーション事業研修会、飯田市歯科

医師会、2013.4.20 

51) 平野浩彦：日本の口腔機能向上サービ

ス、韓国健康増進財団来日研修会、

2013.5.8 

52) 平野浩彦：認知症高齢者の「食の自立

支援」について、清瀬市役所、清瀬市、

2013.5.18 

53) 平野浩彦：認知症高齢者の「食の自立

支援」について、介護職スキルアップ

セミナー、日生福祉学園、2013.6.16 

54) 平野浩彦：口腔ケアについて、東京都

介護支援専門員更新研修、東京都福祉

保健財団、2013.7.8 

55) 平野浩彦：食行動から認知症ケアを考

える、松戸摂食嚥下研修会、2013.7.12 

56) 平野浩彦：口腔ケアについて、東京都

介護支援専門員更新研修、東京都福祉

保健財団、2013.7.17 

57) 平野浩彦：鍛えよう！お口の健康力ア

ップ 美味しく、楽しく、安全に！、

区民公開講座、荒川区役所、2013.7.31 

58) 平野浩彦：超高齢者社会におけるこれ

からの「食力」、第 2 回カナミックネッ

トワークユーザー会、2013.8.24 

59) 平野浩彦：病院・診療所における認知

症の人への対応～医療従事者が知って

おくべきこと～, 茨城県国保診療施設

勤務医師看護師・事務長等合同研修会, 

2013.8.31  

60) 平野浩彦：認知症の食支援を考える、

全国自治体病院協議会・長野県支部栄

養部会研修会、2013.9.6 

61) 平野浩彦：認知症の食支援、佐久星空

勉強会、2013.9.6 

62) 平野浩彦：認知症の食を支える基礎知

識、口腔ケアベーシック講習会、鹿行

歯科医師会、鹿行地域産業保健センタ

ー、2013.9.8 

63) 平野浩彦：認知症高齢者の「食の自立

支援」について、介護職スキルアップ

セミナー、日生福祉学園、2013.9.21 

64) 平野浩彦：高齢者へのアプローチ ～

高齢者の心身の特性を踏まえて～、東

京都歯科医師会在宅歯科医療推進シリ

ーズ研修会、平成 25 年度東京都 8020

運動推進特別事業、東京都歯科医師会、

2013.9.26 

65) 平野浩彦：認知症の食を支える基礎知

識、武蔵野市役所、2013.10.2 

66) 平野浩彦：認知症の食支援を考える、

地域歯科保健リーダー研修、長崎県歯

科衛生士会、2013.10.5 

67) 平野浩彦：美味しく食べて飲み込んで

～認知症の視点から～、市民公開講座、

長崎県諫早市お口の連携協議会、

2013.10.6 

68) 平野浩彦：認知症の口を支える基礎知

識、歯の健康力推進歯科医師等養成講

習会、岩手県歯科医師会、2013.10.12 

69) 平野浩彦：高齢者の特性と健康状態の

把握、日本歯科衛生士会 認定セミナー、

日本歯科衛生会、2013.10.14 

70) 平野浩彦：認知症高齢者の「食の自立

支援」について、介護職スキルアップ

セミナー、日生福祉学園、2013.10.19 

71) 平野浩彦：口腔ケアについて、東京都

介護支援専門員更新研修、東京都福祉

保健財団、2013.10.29 

72) 平野浩彦：認知症の食支援を考える、

口腔ケア研修会、北足立歯科医師会、

2013.10.31 

73) 平野浩彦：認知症の口を支える基礎知

識、いわて口腔ケア研究会、2013.11.3 
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74) 平野浩彦：要介護高齢者に対して求め

られる口腔健康管理、看護師・保健師・

ケアマネジャー・介護職員集団研修会、

東京都心身障害者口腔保健センター、

2013.11.10 

75) 平野浩彦：認知症の口の支援を考える、

多 摩 歯科ネ ッ トワー ク 研修会 、

2013.11.12 

76) 平野浩彦：超高齢者社会における“く

ち”の管理を考える、花王研究所研修会、

2013.11.15 

77) 平野浩彦：おいしく噛んで、飲み込ん

で、都民向け公開講座、東京都歯科医

師会、2013.11.16 

78) 平野浩彦：認知症高齢者の「食の自立

支援」について、介護職スキルアップ

セミナー、日生福祉学園、2013.11.23 

79) 平野浩彦：病院・診療所における認知

症の人への対応～医療従事者が知って

おくべきこと～、昭和大学歯科 摂食嚥

下勉強会、2013.11.28 

80) 平野浩彦：お口のケアで元気アップ～

おいしく食べて、楽しくしゃべろう～、

65 歳からの介護予防講演会、市民公開

講座、越谷市役所、2013.12.6 

81) 平野浩彦：認知症の食支援のための基

礎知識 、第８回福岡摂食・嚥下サポー

ト研究会、福岡摂食・嚥下サポート研

究会、2013.12.8 

82) 平野浩彦：認知症の食支援、板橋区歯

科医師会、2013.12.11 

83) 平野浩彦：認知症の摂食・嚥下障害、

昭和大学歯学部研修会、2013.12.19 

84) 弘中祥司 平成 25 年度摂食・嚥下機能

支援評価研修 「摂食嚥下障害の基礎

知識（1）」2013.5.13 中野区 

85) リハビリチーム養成研修（コメディカ

ルスタッフ対象） 「摂食・嚥下障害

の 基 礎 知 識 」  2013.8.4  東 京 

2013.9.8 立川 

86) 弘中祥司 第二回城東ブロック栄養士

会 「摂食・嚥下について」2013.10.23 

北千住 

87) 弘中祥司 第２回茨城県歯科保健事業

従事者歯科衛生士研修会 「発達と加

齢による変化～成人，高齢期における

摂食・嚥下機能の発達，加齢変化につ

いて」2013.12.8 水戸 

88) 弘中祥司 介護保険講習会 「摂食・

嚥下の基礎知識」2014.2.9 水戸 

89) 弘中祥司 城東地区歯科医師会連合会

医療連携講演会 「地域医療における

摂食嚥下指導について」 2014.2.17 

墨田区 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

１．特許出願 

戸原 玄：往診時携帯用内視鏡消毒装置 

出願日：平成 23 年 2 月 18 日 

出願番号：特願 2011-033606  

 

２．実用新案登録 なし 

３．その他 なし 

 


